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は じ め に

静岡県では、新ビジョン「富国有徳の美しい“ふじのくに”の人づくり・富づくり」

に基づき、県民の誰もが幸せを実感できる社会の実現に向けた諸施策を推進しています。

食の安全につきましては、「しずおか食の安全推進のためのアクションプラン(2022-

2025)」を策定し、県民の皆様へ安全で安心できる食品の提供を目的として取り組んでお

り、目標値である「人口 10 万人当たりの食品を原因とする健康被害の発生者数 10 人以

下」を、令和元年度から継続して達成してまいりました。引き続き、生産から流通、消費

に至るまで、関係部局が連携し、ＧＡＰの普及やＨＡＣＣＰの推進を強化することで、

より一層、食の安全を総合的に確保してまいります。

令和５年は、新型コロナウイルス感染症の法律上の扱いが５類となり、食品業界を含

め、ウイズ・コロナの社会活動が本格化してまいりました。このような中、本県の令和

５年の食中毒発生件数は６件、患者数は 118 人と、統計を取り始めた昭和 25 年以降、発

生件数は最も少なく、患者数は２番目に少ない年となりました。これは、患者数 100 人

を超える大規模食中毒や、ノロウイルス食中毒の発生を抑えることができたためと考え

ています。一方で、他県において発生した、広域に流通した弁当を原因とする黄色ブド

ウ球菌・セレウス菌による大規模な食中毒や、本県で発生した社会福祉施設の給食を原

因とする腸管出血性大腸菌食中毒等、社会的な関心を集める事案もありました。同様の

食中毒を起こさないよう、引き続き、集団給食施設や大量調理施設を重点監視対象とし

た食中毒防止対策を実施し、さらに、全国的に発生件数の多いカンピロバクター食中毒

防止対策も講じてまいります。

この「令和５年静岡県の食中毒」では、食中毒発生状況の分析や統計に加え、腸管出

血性大腸菌食中毒について特集を掲載しております。関係の皆様には本書を御活用いた

だき、今後の食中毒防止対策の一助となることを願っております。

令和６年３月

静岡県健康福祉部長 八木 敏裕
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社会福祉施設の給食を原因とする腸管出血性大腸菌食中毒について

Ⅰ 食中毒発生の概要

Ⅱ 食中毒発生の探知

令和５年 11 月８日に施設代表者から「11 月６日から本日までにかけて施設利用者及び職員

の８人が血便、嘔吐、発熱等の症状を呈し、うち１人が医療機関を受診した。」と連絡があった。

Ⅲ 患者の状況

症例定義を「11 月３日に当該施設の昼食を喫食し、11 月６日から 13 日の間に下痢、腹痛を

発症した者」とした。

１ 性、年齢別患者数

２ 患者の発生日時別の数

１ 速報した月日 令和５年 11 月 15 日

２ 食中毒発生年月日 令和５年 11 月６日

３ 発生場所 西伊豆町、松崎町、伊豆市

４ 摂食者数 94 人

５ 患者数、死者数 33 人（うち死者数０人）

６ 原因食品 11 月３日の昼食に提供された料理（推定）

７ 病因物質 腸管出血性大腸菌 0157（VT1,VT2）

年齢

性別

0～

9

10～

14

15～

19

20～

29

30～

39

40～

49

50～

59

60～

69

70～

79

80～ 不

明
計

男 0 0 0 0 0 0 1 0 1 6 0 8

女 0 0 0 0 0 1 1 2 2 19 0 25

計 0 0 0 0 0 1 2 2 3 25 0 33

発症月

日
11/6

11/7 11/8 11/9 11/10 11/11

発症時刻
0時

～

12時

～

0時

～

12

時

～

0時

～

12

時

～

0時

～

12

時

～

0時

～

12

時

～

0時

～

12

時

～

患者数 1 1 1 6 6 1 5 0 6 1 2 1



３ 発病率

４ 潜伏時間

５ 患者の症状及び症状別の数

(下痢) 回数、便区分

平均回数：－回

(嘔吐)

平均回数：－回

発症月日 11/12 11/13

不明
合

計発症時刻
0時

～

12時

～

0時

～

12時

～

患者数 1 0 1 0 0 33

喫食者(人) 発症者(人) 非発症者(人) 発病率(%)

合計 94 33 61 35.1

時間 ～

48

～

72

～

96

～

120

～

144

～

168

～

192

～

216

～240
計

患者数（人） 0 1 2 12 6 6 3 2 1 33

平均潜伏時間 最短潜伏時間 最長潜伏時間

発症者全員 138 時間 12 分 68 時間 236 時間

症状 下痢 発熱
吐き

気
嘔吐 腹痛

倦怠

感

患者数 32 8 1 4 6 2

発顕率(%) 97 24 3 12 18 6

回数 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 以上 不明 計

患者数 32 32

区分 水様便 粘液便 粘血便 血便 不明 計

患者数 2 0 0 24 6 32

1 日の回

数
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 以上 不明 計

患者数 4 4



(発熱)

平均体温：38.0℃

Ⅳ 原因食品等及び汚染経路

１ 喫食状況（特定の原因食品を決定するまでの経過及び理由）

当該施設は特別養護老人ホームであり、入所、ショートステイ、デイサービスを行ってい

る。入所、ショートステイの利用者は朝昼夕と喫食しており、デイサービスの利用者は昼の

み喫食している。また、施設職員及び調理員のうち希望者も昼食を喫食している。

令和５年 11 月３日に上記施設で調理された食事を喫食した 94 名のうち 33 名が、11 月６

日午前以降から血便、下痢、発熱等の食中毒様症状を呈したことが判明した。患者の疫学調

査の結果、発症者の施設利用箇所に偏りがなく、他に共通食が無く、患者の症状が類似して

おり、患者、調理従事者の便から腸管出血性大腸菌が検出された。

以上のことから 11 月３日に当該施設が提供した昼食が原因と判断した。

２ 原因食品

（１）内容

炊き込みご飯、すまし汁、鯖の竜田揚げ、そばサラダ、がんもの含め煮、パインアップ

ル

（２）入手経路

原材料は、県内業者から納品されており、野菜類については 10 月 31 日に、魚類は一口

サイズにカットされたものが 11 月２日に納品されていた。

保管の際、野菜類は常温保管庫、魚類は冷蔵庫内の専用スペースで保管され、交差汚染

等に留意し保管されていた。

検収の記録では輸送時を含め品温管理及び品質に特に問題はなかった。

（３）調理の方法及び喫食までの経路

調理は１名のみで調理から盛付けまで行っていた。補助で入っている従事者４人は主に

下膳された朝食の食器等の洗浄及び盛付け後の皿を配膳車に入れる作業を行っていた。

調理は午前７時から開始しており、午前 11 時 50 分に配膳車で各階食堂へ搬出されてい

た。

加熱調理は 75℃で１分以上または 85℃で５秒加熱されており、温蔵保管は 65℃以上、

冷蔵保管は 10℃以下で保管されており、記録に問題はなかった。

体温
37℃

以下

37.1～

38℃

38.1～

39℃

39.1～

40℃

41.1～
不明 計

患者数 0 3 1 0 0 4 8



調理工程は以下のとおり。

ア 鯖の竜田揚げ

付け合わせにはサラダ菜とトマトが使用されていたが、殺菌や保管の記録が残っていな

かった。サラダ菜についてはそばサラダの野菜と同じタイミングで殺菌し、トマトについ

てはブランチング処理（５秒）をしていた。野菜の殺菌後は盛付けまで冷蔵庫で保管して

いた。

イ そばサラダ

きゅうりとレタスを下洗い後、カットせず 100ppm の次亜塩素酸ナトリウム溶液で 15 分

間殺菌を行い、流水で塩素を洗い流した。

にんじんは、下洗い、カット後に茹でたものを使用した。

そばは茹でた後、すぐに水冷し 10 分後に 20℃付近であることを確認していた。なお、

水冷はボウルを使用した上で、生野菜の殺菌を行っていたシンクを洗浄後利用していた。

（４）汚染経路の追及

ア 従事者由来について

調理従事者 10 人に検便を実施したところ、11 月３日に調理していた１名から腸管出血

性大腸菌が検出された。しかし、当該従事者が当日の昼食を喫食していたこと、11 月３日

朝に採便した事業者検便で腸管出血性大腸菌陰性だったことから、従事者由来の可能性は

7:00 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00

炊き込みご飯

すまし汁

鯖の竜田揚げ

そばサラダ

がんもの含め煮

パインアップル

その他作業

調理 盛付 温蔵配膳車

揚げ調理

加熱調理 常温保管 温蔵配膳車

常温保管

野菜消毒

温蔵配膳車

茹で 冷却

盛付 冷蔵保管 冷蔵配膳車

野菜消毒

盛付

冷蔵保管

盛付

加熱調理 常温保管 盛付 温蔵配膳車

盛付 冷蔵配膳車

朝食下膳、洗浄



低いと考えられた。また、当該従事者の娘が施設のデイサービスで従事していたため家族

感染も疑われたが、娘や同居家族の検便から腸管出血性大腸菌は検出されなかった。

手洗いの手順書はあったが、調理室内の手洗いの一つが故障していたため、作業中の調

理従事者の手洗い不足により汚染を拡大した可能性も考えられた。

イ 原材料（野菜類）由来について

生野菜は次亜塩素酸ナトリウム 100ppm で 10 分以上殺菌されており、その調製方法は 30L

容量のバケツに 20L 分水を入れ、計量カップで量った次亜塩素酸ナトリウムを投入し、試

験紙で濃度確認をしていた。しかし、野菜類の殺菌手順は明確に規定されておらず、殺菌

の記録は１回分のみであった。

当日は約 100 食分の生野菜（きゅうり、レタス、サラダ菜 計約 4.5kg）を処理してお

り、仮に全て一度にバケツに投入した場合、野菜の重量に対して殺菌液が４～５倍量であ

るため、過去の東部保健所の研究結果から、100ppm では殺菌液中の塩素量が急激に減少し

た可能性が考えられた。また、殺菌液に浸からない箇所もあると考えられた。

複数回に分けて殺菌をしていた場合、殺菌記録が１回分しかなく殺菌液を再調製し行っ

ていたかどうか不明であった。

鯖の竜田揚げの付け合わせの野菜は殺菌記録がなく、殺菌の有無が不明であった。また、

盛付け後は温蔵配膳車内で１時間半以上保管されており、殺菌が不十分であった場合、低

温から 60℃付近まで緩慢に温まるため菌が増殖しやすい状況であったと考えられた。

ウ 原材料（肉類）由来について

直近で生肉の取り扱いがあったのは 11 月２日の昼食で、肉類は専用のまな板や包丁が用

意されており、冷蔵庫内の下段で保管されるなど交差汚染対策が図られていたため、肉由

来の可能性は低いと考えられた。

エ その他の汚染経路について

生野菜の殺菌などを行っているシンクから常時水漏れがあり、はね水による食品や器具

の汚染の可能性があった。

また、衛生管理計画にはない自家製浅漬けを調理し 11 月３日の朝食に提供しており、衛

生管理の不備があれば汚染源となりうる可能性が考えられた。しかし、調理や保管の記録

がなく、詳細は不明であった。

Ⅴ 食品取扱施設及び従業員

１ 食品取扱施設の衛生状況

（１）施設は大量調理マニュアルを参考に本社が作成した衛生管理計画を基に衛生管理を行

っていた。しかし、衛生管理計画に殺菌の詳細な手順の記載は無く、複数回殺菌を行う

場合の規程も作られていなかった。また、殺菌や保管記録が記載されていない不備があ

り、衛生管理計画に規定されていない浅漬けを施設で漬けているなど衛生管理計画を逸

脱した管理も認められた。



（２）施設の清掃は衛生管理計画に基づき毎日行われており、実施記録も作成されていた。

（３）衛生害虫の駆除は定期的に外部業者に委託して実施されていた。

（４）冷蔵庫や調理室の温度は管理されており、記録に問題は無かった。

（５）調理室内の手洗い設備の一つが故障しており使用できない状態だった。また、別の手

洗いについても排水が悪く水がたまりやすい状態だった。

（６）シンクの一つの排水管が破損しており、床に排水が漏れ出ていた。また、床の一部に

凹凸があり水たまりが認められた。

２ 給、排水の状況

使用水は上水道で毎日調理開始前に塩素濃度を測定し異常はなかった。施設調査時に調理

場含むすべての給水の塩素濃度を確認したが、異常は認められなかった。

３ 原因施設の従業員の健康状態

調理従事者は食品衛生責任者を含め 10 名で月に１回の検便も実施されていた。直近では

11 月６日に検査機関へ提出しており、サルモネラ属菌、赤痢菌、腸管出血性大腸菌 0157 に

ついて全員陰性だった。

健康チェック表の確認や初動調査時に聞き取りしたところ、調理従事者で体調不良者はい

なかったが、行政検便の結果から１名無症状陽性者がいたことが判明した。この従事者の検

便は事業者側で行ったものは 11 月３日の検体で、行政検便は 11 月９日の検体であった。

Ⅵ 病因物質の決定

１ 微生物学的検査

２ 理化学的検査、動物試験、病理解剖及びその他の検査

実施せず。

３ 結論

患者便および調理従事者便から腸管出血性大腸菌 0157 が検出されたこと、患者の症状およ

び潜伏期間が腸管出血性大腸菌食中毒によるものと類似していることから病因物質として確

定した。

Ⅶ 事件処理のためにとった措置

１ 行政処分

営業禁止処分 令和５年 11 月 15 日から 11 月 21 日まで（７日間）

検体名（検体数） 腸管出血性大腸菌

患者便（29 検体） 25 検体から検出

調理従事者（10 検体） １検体から検出

調理設備・器具、トイレの拭き取り（10
検体）

検出しない

検食（33 検体） 検出しない



２ 施設に対する措置等

（１）施設の清掃・消毒の確認

（２）未開封品を除く原材料等の廃棄の確認

（３）従業員に対する衛生講習の実施

Ⅷ 考察

１ 考察

本事例では汚染経路は特定できなかったが、生野菜の殺菌不足の可能性が示唆された。施

設では生野菜の殺菌は行われていたが、一度に殺菌する量などの細かな規定がなかった。そ

のため、殺菌液の量に対して野菜の量が多く、塩素量の不足や野菜の浸漬不足が考えられた。

また、冷蔵保管していた生野菜が盛付け後に温蔵保管となったことで、細菌が増殖しやす

い環境になったと考えられた。

２ 発生の探知において今後改善を要すると考えられること

特になし

３ 原因究明において今後改善を要すると考えられること

当該施設では検食を２週間分保管していたが、原材料や調理済み食品の一部が保管されて

いなかった。そのため、生野菜が原因食品として疑われたものの、全ての野菜を検査するこ

とができなかった。衛生管理計画で規定されている方法で原材料及び調理済み食品を採取し

保存するよう、従事者への衛生教育の徹底が必要であると考えられる。

４ 被害拡大防止のために今後改善を要すると考えられること

当該施設は老人福祉施設であったため、持病を持っている方や体調不良を訴える方が普段

から多く、調理事業者は施設内での感染症の流行についてあまり関心を持っていなかった。

また、給食を停止した場合、ミキサー食など入所者の状態に応じた食事の提供が難しくなる

ため、福祉施設運営者も調理事業者も給食の提供自粛に否定的であった。しかし、当該施設

のような老人福祉施設などハイリスクの利用者がいる施設の場合、腸管出血性大腸菌などの

食中毒を疑う状況になった際に食事の提供自粛も見据えた対応が特に必要になると考えられ

る。そのために、調理事業者も施設内の感染症の流行について福祉施設運営者と情報を共有

し、対応していく必要があると考える。

５ 再発防止のために参考になること

平成 30 年に東部保健所が行った調査研究によると、200g のカットキャベツを 100ppm１Ｌ

及び 100ppm３Ｌの次亜塩素酸 Na 溶液にそれぞれ５分間浸漬したところ、５分後の殺菌液の

有効塩素濃度が、前者では 0.4ppm、後者では 60ppm となり、野菜に対し殺菌液量が少ないと

急激に有効塩素濃度が低下することが示されている。また、殺菌後の有効塩素濃度が 80ppm

未満の場合、殺菌液量によらず殺菌効果が低下すること、１～５秒間の加熱殺菌（ブランチ

ング）は塩素殺菌と比べて殺菌効果が高いことも併せて述べられている。

今回の事例では野菜の量が殺菌液の量に対して多く、塩素濃度が急激に低下したため殺菌



効果が低下したことが考えられた。そのため、塩素消毒をする場合は殺菌後も 80ppm 以上の

濃度を確認するか、あらかじめ十分量の殺菌液を用いること、必要に応じてブランチング処

理をすることが重要であると改めて示された。

また、当該施設は委託給食施設のため、提供食品については福祉施設運営者側で決定をし

ていた。そのため、福祉施設運営者についても生野菜の提供リスクを理解し、冷蔵管理食品

と温蔵管理食品を分けてメニューを決定する必要がある。

（賀茂保健所衛生薬務課 山本隆宏）



＜付表＞全国における大規模食中毒上位 10 位

令和４年２月末現在

NO 発生年月 患者数(人) 死者数(人) 病因物質 原因施設 備考

１ S.43.10 約 14,000 124
ポリ塩化ビフェニ

ル

北九州市の食用油脂

製造業（カネミ油症

事件）

九州を中心に、米ぬか油の摂取者が爪の異常、皮膚の黒点、発

疹、黄疸等の症状を呈する者が多数発生。米ぬか油精製工程中

に、熱媒体の PCB が混入。

２ H.12. 6 13,420 0

黄色ブドウ球菌

（エンテロトキシ

ンＡ型）

乳業工場

患者発生が大阪近隣府県市に及ぶ近年例をみない大規模食中毒

事件となった。低脂肪乳等から黄色ぶどう球菌毒素エンテロト

キシンＡが検出され、当初、Ａ工場のずさんな衛生管理が原因

とされたが、低脂肪乳等の原材料であるＢ工場で製造された脱

脂粉乳からエンテロトキシンＡが検出され、これが本食中毒事

件の主たる原因となった。

３ S.30. 6 12,344 130 ヒ素

徳島県の乳製品製造

業（調整粉乳による

ヒ素中毒事件）

西日本各地で調製粉乳により原因不明の発熱、下痢、肝臓障害

等の症状を呈する者が多数発生。製造過程で使用した工業用中

和剤にヒ素が混入。

４ S.63. 6 10,476 0 サルモネラ
北海道のそうざい製

造業

北海道中部の３市１町の小中学校等の給食に使用された錦糸卵

を原因食品とする。40,060 人が喫食した。

５ H. 8. 7 7,966 3 病原大腸菌 堺市の学校等

腸管出血性大腸菌Ｏ157 による食中毒事件。２次感染者を含め

ると１万人を超える患者発生があり、原因食品として、特定の

生産施設から出荷された貝割れ大根が最も可能性が高いと考え

られた。

６ S.57.10 7,751 0
カンピロバクター

病原大腸菌

札幌市の

大型スーパー

新規開店直後のスーパーの飲料水及び飲料水を使用した食品を

喫食した利用客多数が発症。汚水が井戸へ混入したため。

７ S.55. 7 3,610 0 ウエルシュ菌
埼玉県の飲食店（学

校給食委託業者）

小中学校の給食に委託業者製造の冷しうどんのつけ汁により生

徒多数が発症。

８ H. 4. 4 3,606 0 サルモネラ 製造所（推定）

大阪府内の給食施設の弁当により 2,643 人が発症。当該給食施

設へ納入した他県の目玉焼き（推定）製造所が疑われたが特定

できず、また、当該目玉焼きが原因と推定される他県の患者数

を合計した。

９ S.30. 7 3,316 0 腸炎ビブリオ 神戸市の事業所給食
神戸市内の事業所給食施設の給食により発症。プロテウス・モ

ルガニーとの混合感染による。

10 S.58. 9 3,045 0 腸炎ビブリオ 岐阜県の仕出し屋
大垣市内の給食弁当製造施設において製造した昼食弁当のきゅ

うりとちくわの中華和えにより喫食者多数が発症。



＜付表＞静岡県における大規模食中毒上位 10 位

（昭和 40 年以降）

（参考）S.11. 5.10 浜松市内の旧制中学校（現浜松市内の高校）の大福餅事件 患者数 2,201 人、死者 46 人の事件がある。

NO 発生年月日 患者数(人) 喫食数(人) 病因物質 保健所 備考

１ S.44.12.12 2,645 8,638 不明 藤枝 学校給食センターの給食により発症

２ S.43.11.26 1,536 2,607 不明 沼津 学校給食センターの給食により発症

３ H.26. 1.15 1,271 8,027 ノロウイルス 浜松市 学校給食に納品された食パンにより発症

４ S.61. 5.19 1,216 4,385 カンピロバクター 御殿場 学校給食センターの給食により発症

５ H. 3. 6.14 1,197 2,630 サルモネラ 藤枝 学校給食センターの給食により発症

６ H.19. 9.19 1,148 9,844
サルモネラ・

エンテリティディス
西部 仕出し屋で調製した仕出し弁当により発症

７ S.50. 9.12 959 1,017 サルモネラ 静岡南・富士・沼津
仕出し屋の静岡県内３工場で製造した「削り節入おに

ぎり」により発症

８ S.51. 5. 4 942 1,821 エンテロバクター 掛川
学校給食センターの給食に提供された「スライスハム」

を喫食した幼稚園、小・中学校生徒が発症

９ S.44. 9.20 901 1,022 腸炎ビブリオ 浜名
工業団地内の食堂で製造された「給食（イカ・きゅう

り・ワカメの酢味噌和え）」により多数の事業所で発症

10 S.61. 9.18 887 3,362 黄色ブドウ球菌 島田
給食に提供された菓子屋が製造した「月見だんご」を

喫食した幼稚園、小・中学校生徒が発症



＜付表＞年次別腸管出血性大腸菌感染症発生状況

全国及び静岡県の年次別腸管出血性大腸菌感染症発生状況（平成12年～令和５年）

※複数の血清型が検出された症例あり

１） 令和５年の全国の発生状況は令和６年２月末現在集計されていない。

２） 令和５年の静岡県の発生状況は速報値。

３） 平成23年10月１日に、牛の生食用食肉の規格基準が施行された。

平成24年７月１日に、生食用牛肝臓の販売提供が禁止された。

年

次

全 国 静 岡 県

感染者数
食中毒(腸管出血性大腸菌)

感染者数 有症者数 死者数
内 訳

件数 患者数 死者数 Ｏ157 その他

12 3,652 14 110 1 61 27 0 30 31

13 4,436 24 378 0 57 44 0 38 19

14 3,186 12 259 9 48 37 1 29 19

15 2,998 10 39 1 43 24 0 31 12

16 3,760 18 70 0 65 53 0 45 20

17 3,594 24 105 0 97 70 0 79 18

18 3,922 24 179 0 111 60 0 58 53

19 4,617 25 928 0 77 49 0 68 9

20 4,329 17 115 0 101 72 0 68 33

21 3,879 26 181 0 65 45 0 34 31

22 4,134 27 358 0 55 49 0 34 21

23 3,939 25 714 7 87 66 0 55 32

24 3,770 16 392 8 40 27 0 33 7

25 4,045 13 105 0 82 61 0 45 37

26 4,156 25 766 0 383※ 332 0 346 38

27 3,568 17 156 0 72 58 0 44 28

28 3,648 14 252 10 98 51 0 47 51

29 3,904 17 168 1 115 83 0 39 76

30 3,855 32 456 0 89 68 0 73 16

元 3,745 20 165 0 159 133 0 67 92

２ 3,090 5 30 0 51※ 33 0 22 29

３ 3,241 9 42 0 84 66 0 39 45

４ 3,383 8 78 1 81 53 0 50 31

５ 89 66 0 55 34



番号
患者
住所地

届出
保健所名

保健所
探知日

診断日 発症日 症状 入院 年齢 性別 血清型 ＶＴ

1 磐田市 西部 1月6日 1月4日 なし 17 男 O157 VT1VT2

2 沼津市 東部 1月27日 1月27日 なし 42 女 O157 VT2

3 浜松市 浜松市 3月3日 3月3日 2月26日 ○ ○ 68 女 O157 VT1

4 掛川市 西部 4月20日 4月20日 4月17日 ○ 22 女 O157 VT2

5 焼津市 中部 6月28日 6月28日 6月20日 ○ 19 女 O157 VT1VT2

6 長泉町 東部 7月3日 7月1日 6月26日 ○ ○ 27 女 O157 VT1VT2

7 掛川市 西部 7月4日 7月4日 6月30日 ○ 60 女 O157 VT1VT2

8 静岡市 静岡市 8月1日 8月1日 7月24日 ○ 81 男 O157 VT1VT2

9 小山町 東部 8月22日 8月22日 8月17日 ○ ○ 7 女 O157 不明

10 小山町 御殿場 8月26日 8月26日 8月14日 ○ 4 男 O157 VT2

11 焼津市 中部 8月31日 8月31日 8月18日 ○ 28 女 O157 VT2

12 磐田市 西部 9月4日 9月4日 8月16日 ○ 51 女 O157 不明

13 磐田市 西部 9月5日 9月5日 8月31日 ○ ○ 75 女 O157 VT1VT2

14 湖西市 西部 9月11日 9月11日 9月4日 ○ ○ 78 男 O157 VT2

15 長泉町 東部 9月14日 9月8日 9月7日 ○ ○ 64 女 O157 不明

16 掛川市 西部 9月21日 9月21日 9月13日 ○ 33 女 O157 VT2

17 伊東市 熱海 9月21日 9月20日 なし 24 女 O157 VT1VT2

18 藤枝市 中部 10月4日 10月4日 9月27日 ○ 28 男 O157 VT2

19 静岡市 静岡市 10月10日 10月10日 なし 22 女 O157 VT2

20 静岡市 静岡市 10月11日 10月11日 10月5日 ○ ○ 25 男 O157 不明

21 熱海市 熱海 10月14日 10月14日 10月6日 ○ ○ 19 男 O157 VT2

22 沼津市 東部 10月16日 10月15日 10月8日 ○ 67 女 O157 VT1VT2

23 浜松市 浜松市 10月17日 10月17日 10月13日 ○ ○ 13 女 O157 VT1VT2

24 川根本町 中部 10月18日 10月18日 9月29日 ○ 26 女 O157 VT1VT2

25 三島市 東部 10月20日 10月20日 10月15日 ○ ○ 89 女 O157 VT1VT2

26 沼津市 東部 10月20日 10月20日 なし 20 女 O157 VT1VT2

27 三島市 東部 10月23日 10月23日 10月15日 ○ ○ 84 男 O157 VT1VT2

28 三島市 東部 10月25日 10月25日 なし 66 男 O157 VT1VT2

29 三島市 東部 10月25日 10月25日 なし 61 女 O157 VT1VT2

30 松崎町 賀茂 11月11日 11月11日 不明 ○ ○ 81 女 O157 不明

31 西伊豆町 賀茂 11月12日 11月12日 不明 ○ ○ 80 女 O157 VT1VT2

32 西伊豆町 賀茂 11月12日 11月12日 不明 ○ ○ 81 男 O157 VT1VT2

33 松崎町 賀茂 11月13日 11月13日 なし 63 男 O157 VT1VT2

34 西伊豆町 賀茂 11月13日 11月13日 11月8日 ○ ○ 45 女 O157 VT1VT2

35 西伊豆町 賀茂 11月15日 11月15日 11月11日 ○ ○ 63 女 O157 VT1VT2

36 西伊豆町 賀茂 11月16日 11月16日 なし 84 女 O157 VT1VT2

37 西伊豆町 賀茂 11月16日 11月16日 なし 93 男 O157 VT1VT2

38 西伊豆町 賀茂 11月17日 11月17日 11月10日 ○ 83 女 O157 VT1VT2

39 西伊豆町 賀茂 11月17日 11月17日 11月10日 ○ ○ 83 女 O157 VT1VT2

40 西伊豆町 賀茂 11月17日 11月17日 11月7日 ○ ○ 91 男 O157 VT1VT2

41 西伊豆町 賀茂 11月17日 11月14日 11月8日 ○ ○ 94 男 O157 VT1VT2

42 西伊豆町 賀茂 11月17日 11月17日 11月11日 ○ 50 女 O157 VT1VT2

43 西伊豆町 賀茂 11月17日 11月17日 11月10日 ○ 94 女 O157 VT1VT2

44 西伊豆町 賀茂 11月17日 11月17日 11月15日 ○ 67 女 O157 VT1VT2

45 西伊豆町 賀茂 11月17日 11月17日 11月10日 ○ 84 女 O157 VT1VT2

46 西伊豆町 賀茂 11月17日 11月17日 11月10日 ○ 91 女 O157 VT1VT2

47 西伊豆町 賀茂 11月17日 11月17日 11月10日 ○ 76 女 O157 VT1VT2

48 西伊豆町 賀茂 11月18日 11月18日 11月8日 ○ 83 女 O157 VT1VT2

49 西伊豆町 賀茂 11月20日 11月20日 なし 81 女 O157 VT1VT2

50 西伊豆町 賀茂 11月20日 11月20日 11月15日 ○ 82 女 O157 VT1VT2

51 松崎町 賀茂 11月20日 11月20日 11月10日 ○ 95 男 O157 VT1VT2

52 西伊豆町 賀茂 11月19日 11月19日 11月7日 ○ 69 女 O157 VT1VT2

53 西伊豆町 賀茂 11月22日 11月22日 なし 97 女 O157 VT1VT2

54 松崎町 賀茂 11月29日 11月29日 なし 83 女 O157 VT1VT2

55 浜松市 浜松市 12月4日 12月4日 11月25日 ○ 54 女 O157 VT2

計 42 19

＜付表＞令和5年腸管出血性大腸菌感染症発生状況　　　（令和6年2月1日現在の暫定値）

静岡県におけるＯ157腸管出血性大腸菌感染症発症状況

28件55人



番号
患者
住所地

届出
保健所名

保健所
探知日

診断日 発症日 症状 入院 年齢 性別 血清型 ＶＴ

1 沼津市 東部 1月16日 1月14日 なし 73 男 O26 VT2

2 磐田市 西部 2月22日 2月22日 なし 19 男 不明 VT1

3 静岡市 静岡市 5月23日 5月23日 5月18日 ○ 28 女 O26 VT1

4 浜松市 浜松市 5月16日 5月11日 5月9日 ○ 22 男 O26 VT1

5 浜松市 浜松市 6月14日 6月14日 6月3日 ○ 2 男 O26 VT1

6 焼津市 中部 6月24日 6月24日 6月16日 ○ 45 男 O111 VT1VT2

7 静岡市 静岡市 6月30日 6月30日 6月27日 ○ 19 男 不明 VT1VT2

8 浜松市 浜松市 6月30日 6月30日 なし 13 男 O26 VT1

9 浜松市 浜松市 6月30日 6月30日 なし 45 女 O26 VT1

10 富士宮市 富士 6月30日 6月30日 6月26日 ○ 26 女 O26 VT1

11 静岡市 静岡市 7月11日 7月11日 7月6日 ○ ○ 83 女 不明 VT1

12 伊東市 熱海 7月14日 7月14日 なし 39 女 O103 不明

13 静岡市 静岡市 8月2日 8月2日 7月26日 ○ ○ 29 女 不明 VT1VT2

14 伊東市 熱海 7月24日 7月24日 なし 11 女 O103 VT1

15 伊東市 熱海 7月29日 7月29日 なし 8 男 O103 VT1

16 袋井市 西部 8月8日 8月8日 7月26日 ○ ○ 15 女 O111 VT1

17 浜松市 浜松市 8月23日 8月23日 8月12日 ○ 22 女 O111 VT1

18 掛川市 西部 9月29日 9月28日 不明 ○ 26 男 不明 VT1

19 熱海市 熱海 9月29日 9月28日 9月20日 ○ 20 男 O103 VT1

20 下田市 賀茂 10月30日 10月30日 なし 50 男 不明 VT2

21 河津町 賀茂 10月31日 10月31日 なし 40 女 不明 VT2

22 伊東市 熱海 11月9日 11月9日 不明 ○ 11 女 不明 VT1VT2

23 浜松市 浜松市 11月10日 11月10日 11月5日 ○ ○ 24 男 不明 不明

24 西伊豆町 賀茂 11月13日 11月13日 11月9日 ○ ○ 84 男 不明 VT1VT2

25 西伊豆町 賀茂 11月13日 11月13日 11月8日 ○ 85 女 不明 VT1VT2

26 西伊豆町 賀茂 11月13日 11月13日 11月8日 ○ ○ 96 女 不明 VT1VT2

27 西伊豆町 賀茂 11月13日 11月13日 11月7日 ○ 89 女 不明 VT1VT2

28 西伊豆町 賀茂 11月14日 11月14日 11月11日 ○ ○ 86 男 不明 VT1VT2

29 西伊豆町 賀茂 11月14日 11月14日 11月8日 ○ 87 女 不明 VT1VT2

30 西伊豆町 賀茂 11月14日 11月14日 11月9日 ○ ○ 103 女 不明 VT1VT2

31 西伊豆町 賀茂 11月14日 11月14日 11月7日 ○ 95 女 不明 VT1VT2

32 伊豆市 賀茂 11月14日 11月14日 11月9日 ○ 57 男 不明 VT1VT2

33 静岡市 静岡市 12月21日 12月21日 なし 23 女 不明 VT1

34 静岡市 静岡市 12月27日 12月27日 12月17日 ○ 55 女 O26 VT1

計 24 8

静岡県におけるＯ157以外（型別不明を含む）の腸管出血性大腸菌感染症発症状況

21件34人



＜参考＞令和５年有症苦情等処理状況

食中毒事件と断定できなかった有症苦情処理状況

１ 有症苦情処理件数

２ 月別処理件数

３ 通報者

４ 検便検出物質

５ 原因として疑われた施設

＊施設に重複あり

６ 保健所別有症苦情処理件数

7 食中毒と断定できなかった理由

(1)感染症の可能性が否定できなかったため。

(2)届出者が匿名で詳しい調査ができなかったため。

(3)他の発症者がなく、受診していなかったため。

(4)他の苦情がなく、医師の届出がなかったため。

(5)他の発症者がなく、病因物質も検出されなかったため。 等

苦 情 処 理 件 数 174件（うち、受診のなかった事例 74件）

有 症 者 数 360人（うち、受診者数 168人）

１ 件 あ た り の 有 症 者 数 2.1人（１件あたりの受診者数 1.0人）

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 計

11 15 12 21 13 11 22 16 14 12 16 11 174

医 師 等 患 者 家 族 そ の 他 計

22 91 12 49 174

カンピロ

バクター

サルモネラ

属菌

ウェルシュ

菌

腸炎

ビブリオ

ノロ

ウイルス
その他 不明 計

27 1 0 0 5 8 19 60

旅

館

飲

食

店

食

品

販

売

店

家

庭

保

育

園

集
団
給
食
施
設

社
会
福
祉
施
設

魚
介
類
販
売
業

病

院

そ

の

他

不

明

計

5 118 14 4 0 0 2 8 0 9 16 176

賀茂 熱海 東部 御殿場 富士 中部 西部 静岡市 浜松市 計

0 13 58 2 12 8 11 67 3 174



他自治体から依頼のあった食中毒関連調査状況

１ 他自治体からの依頼状況

調査依頼件数 43件（38自治体）

＊ 複数の保健所に重複した事例有り

２ 患者（症状）調査

(1)処理件数 28件 188人（うち、食中毒事件となったもの15件）

内検便検査実施件数 19件 54人

(2)月別処理件数

(3)保健所別処理件数（件）

３ 施設調査

(1)処理件数 23件 30施設（うち、食中毒事件となったもの０件）

(2)月別処理件数

(3)保健所別処理件数（件）

月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 計

件数 1 5 1 2 1 0 0 3 7 1 3 4 28

人数 1 10 1 19 9 0 0 3 128 3 3 11 188

賀茂 熱海 東部 御殿場 富士 中部 西部 静岡市 浜松市 計

0 1 5 0 3 2 3 8 6 28

月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 計

件数 2 3 1 3 0 1 1 2 6 2 2 0 23

施設数 4 3 1 3 0 1 2 3 8 3 2 0 30

賀茂 熱海 東部 御殿場 富士 中部 西部 静岡市 浜松市 計

2 8 6 0 2 1 1 3 0 23



〈付表〉昭和２５年からの食中毒発生状況（その１）

年次別食中毒発生状況

年
月別発生件数(件) 患者数 死者

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 計 （人） (人)

昭和25 2 2 2 2 8 8 1 2 27 789 16

26 1 1 1 2 2 1 1 9 233 3

27 1 1 1 1 8 3 6 10 1 32 897 5

28 1 1 1 3 9 10 3 2 30 641 3

29 1 4 4 2 1 3 4 10 4 33 356 12

30 2 2 5 27 21 14 13 1 85 1,766 13

31 3 2 3 3 6 17 41 5 3 83 1,517 5

32 3 2 3 3 37 13 6 1 68 1,447 3

33 1 1 1 4 13 22 6 1 49 733 1

34 1 4 3 4 15 53 42 13 2 1 138 3,581 9

35 1 1 2 3 14 36 5 1 63 2,002 6

36 1 2 3 11 22 19 16 7 81 2,127 5

37 1 2 2 2 3 15 15 8 1 49 2,070 2

38 1 2 4 2 4 17 29 11 2 1 73 1,998 6

39 1 2 1 10 16 16 1 3 1 51 2,778 1

40 1 3 4 3 20 6 5 1 2 45 754 2

41 1 2 3 3 2 6 9 7 1 1 8 43 2,058 1

42 1 3 4 7 9 20 11 5 8 68 3,392 1

43 2 1 1 3 1 3 7 26 8 7 2 4 65 4,224 2

44 2 1 4 5 4 4 4 22 11 3 3 3 66 6,580 1

45 1 3 4 3 6 17 17 5 2 2 60 2,401 0

46 1 1 2 3 6 47 15 4 1 1 81 2,511 0

47 4 1 1 2 4 34 13 6 3 5 73 1,616 1

48 1 1 2 1 1 2 8 9 8 1 5 3 42 1,466 0

49 2 3 4 3 8 35 9 4 1 69 1,986 0

50 2 3 4 4 14 12 1 2 1 43 2,790 0

51 1 2 3 2 4 10 6 6 1 2 37 2,504 1

52 3 2 1 3 6 16 6 4 1 2 3 47 1,392 1

53 1 3 1 6 19 2 1 2 3 38 1,017 0

54 1 1 2 1 3 4 6 12 6 1 5 42 1,202 0

55 1 1 2 1 6 7 13 1 1 2 35 918 1

56 1 1 1 4 2 12 12 6 1 3 43 990 0

57 1 1 1 3 1 2 3 7 2 2 5 28 1,035 0

58 3 1 1 2 5 8 7 8 1 1 3 40 1,237 0

59 1 4 1 3 6 14 6 1 2 3 41 1,603 0

60 1 6 3 6 2 7 11 9 1 2 1 49 2,338 0

61 3 3 1 1 2 3 5 7 5 2 5 37 4,277 0

62 2 1 3 1 1 7 5 3 5 2 1 31 1,208 0

63 2 1 2 5 2 8 1 1 22 874 0



〈付表〉昭和２５年からの食中毒発生状況（その２）

年次別食中毒発生状況

年
月別発生件数(件) 患者数 死者

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 計 (人) (人)

平成元 1 1 1 1 2 5 3 15 3 1 1 34 3,191 0

2 3 4 1 7 2 2 3 22 913 0

3 1 1 2 3 3 2 5 4 3 1 25 3,000 0

4 1 1 1 4 2 2 3 14 1,212 0

5 3 2 1 1 1 3 2 1 14 896 0

6 1 1 2 4 4 4 1 1 18 1,058 0

7 2 1 1 5 7 4 1 1 22 1,132 0

8 1 1 1 2 9 7 8 1 4 34 900 0

9 1 1 5 1 9 2 1 1 3 2 26 1,405 0

10 1 3 4 1 2 1 13 5 4 34 1,668 0

11 1 2 1 2 6 3 2 2 2 21 778 0

12 2 4 1 2 3 2 2 5 4 2 1 2 30 1,277 0

13 3 1 1 3 3 1 2 2 16 901 0

14 2 1 1 2 1 5 3 7 1 4 27 829 0

15 3 1 3 1 6 4 2 20 379 1

16 1 1 4 1 1 3 6 6 2 1 26 1,134 0

17 3 2 2 1 2 2 8 1 4 2 27 1,307 0

18 1 1 3 2 2 2 2 5 5 3 26 599 0

19 2 1 1 2 2 1 2 2 2 2 2 4 23 1,874 1

20 4 2 3 3 2 1 1 3 3 2 3 1 28 943 0

21 2 3 2 1 2 2 3 4 1 1 6 27 456 0

22 3 5 2 1 2 1 1 5 1 7 1 29 969 0

23 1 1 2 1 1 4 5 1 2 18 632 0

24 1 2 1 2 2 2 3 13 383 0

25 6 2 3 2 1 2 2 1 2 21 900 0

26 4 3 1 4 4 1 3 5 25 2,465 1

27 3 4 8 1 2 1 5 1 3 28 880 0

28 1 2 3 3 2 1 2 3 2 1 2 8 30 1,252 0

29 3 1 2 1 1 1 1 2 2 1 1 3 19 500 0

30 3 3 1 2 3 1 3 1 1 2 5 25 706 0

令和元 2 1 3 1 1 4 1 1 14 785 0

2 2 2 3 2 2 1 12 284 0

3 1 1 1 1 1 1 6 111 0

4 1 1 1 2 1 2 8 167 0

5 2 1 1 1 1 6 118 0



＜付表＞令和５年食中毒一覧

発生月日 保健所名 患者数 業　種 原　因　食　品

4.29 中部 5 食堂 ４月27日に提供された料理

10.22 東部 31 旅館・食堂 10月21日及び22日に提供された料理

２件 36人

5.30 静岡市 36 仕出し屋 ５月30日に提供された仕出し弁当

１件 36人

11.6 賀茂 33 食堂 11月３日昼食に調理提供された給食

１件 33人

6.14 西部 11 食堂 ６月13日に提供された仕出し弁当

１件 11人

4.29 中部 2 不明 トンボマグロの冊（推定）

１件 ２人

　   計　  ６件　118人     

業　種 発生月日 保健所名 患者数 原　因　食　品
4.29 中部 5 ４月27日に提供された料理

11.6 賀茂 33 11月３日昼食に調理提供された給食

２件  38人

10.22 東部 31 10月21日及び22日に提供された料理

１件 31人

5.30 静岡市 36 ５月30日に提供された仕出し弁当

１件 36人

6.14 西部 11 ６月13日に提供された仕出し弁当

１件 11人

4.29 中部 2 トンボマグロの冊（推定）

１件 ２人

　   計　  ６件　118人     

保健所名 発生月日 患者数 業　種 原　因　食　品
11.6 33 食堂 11月３日昼食に調理提供された給食

１件 33人

熱海 － － － －

10.22 31 旅館・食堂 10月21日及び22日に提供された料理

１件 31人

御殿場 － － － －

富士 － － － －

4.29 5 食堂 ４月27日に提供された料理

4.29 2 不明 トンボマグロの冊（推定）

２件 ７人

6.14 11 すし屋 ６月13日に提供された仕出し弁当

１件 11人

5.30 36 仕出し屋 ５月30日に提供された仕出し弁当

１件 36人

浜松市 － － － －

　   計　  ６件　118人     

病因物質別食中毒発生状況

病因物質

原因施設別食中毒発生状況
病因物質

カンピロバクター

腸管出血性大腸菌

カンピロバクター

黄色ブドウ球菌

ノロウイルス

アニサキス

保健所別食中毒発生状況

病因物質
腸管出血性大腸菌

－

カンピロバクター

－

－

カンピロバクター

アニサキス

ノロウイルス

黄色ブドウ球菌

－

カンピロバクター

黄色ブドウ球菌

腸管出血性大腸菌

ノロウイルス

アニサキス

食堂

旅館

仕出し屋

すし屋

不明

賀茂

東部

中部

西部

静岡市
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